
事例名 

生徒のグループ発表とその評価 

校種・学年 高等学校・３年 

教科・科目・単元・題材 国語科・古典探究『源氏物語』（①－ａ）／文学国語『舞姫』（①－ｂ） 

学校名〈任意〉 ― 事例報告者氏名〈任意〉 ― 

機能名（アプリ名） 
Forms 

学習アプリ（ロイロノート）  , 動画作成アプリ（ｉＭｏｖｉｅ） 

ICT活用のポイント 

・共有ノートを活用することで、小グループ内で互いの意見・見解・ノートを見せ合ったり、グループとしてまとめ

方を工夫したりすることができ、個とグループへの活動の移行がスムーズになった。 

・回答共有の機能を使うことで、各人が提出した考えや感想を自分のペースで読み進めることができる。（名前

を出すことも伏せることも、必要に応じて選ぶことができる。） 

・グループ毎の評価の返しについては、評価を紙で回収していた頃は仕分けにも時間がかかったが、Excel の

フィルターを使ってグループ毎のデータを速やかに PDF として作成できるようになった。 

 評価の閲覧についても、紙の評価カードでは生徒が閲覧するのに時間差が生じていたが、共有ノートに置いて

おけば、生徒は自分のタイミングで評価を確認することができ、生徒の満足度が上がった。 

活用場面 

①－ａ 古典探究では、本文読解前に、各帖の人物関係やあらすじ等を簡潔にまとめて発表する時間をとった。

生徒は共有ノート上で、各自の集めた資料の共有や発表用プリントを完成させるための作業を行った。指導者

が紙に「書く」こともさせたかったためプリントは手書きとし、スキャンした PDF を共有ノートや画面配信で生徒

が共有することとした。グループ発表時は、ロイロノート上の PDF を提示しながら生徒が説明し、その後ｉＭｏｖｉｅ

を活用したあらすじ紹介動画を上映する旨も説明した。授業時間内に予定の作業が終わらなかった班につい

ては、夏季休業中も共有ノートを開けておき、各グループで作業が進められるようにしておいた。 
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あらすじ紹介プリント（ＰＤＦ） 

ｉＭｏｖｉｅのテンプレートに写真を追

加すれば、映画の予告編のような動
画を作成することができる。 

共有ノートの例 

上段のグループ２段目の
黒い画面は動画 



①－ｂ 文学国語では、各自で理解した内容を小グループ内で発表したり、グループ毎に担当した場面につい

て協議した内容をクラスに発表したりすることで、あらすじや心情理解を進めた。内容をまとめた個人のノートは

提出箱の回答共有を、グループでの場面の検討やまとめ方の協議には共有ノートを活用した。 

 

 

 

 

 

 

②グループの発表後は、評価と発表に対する感想を Formsで収集した（ロイロノートＷｅｂカードで配付）。 

 

③評価についての回答はフィルターでグループ毎に集約し、グループの共有ノートに置くことで、速やかに自分

たちに対する評価を回答できるようにした。  

 

授業者のコメント・児童生徒の主な反応等 

クラス全体に投げかけた質問を個人で考えさせたり、グループ協議を経て発表させたりするなど、生徒の反

応を見ながら授業を展開した。 

生徒は発表しなければならないという緊張感もあって、初発の感想では文学作品の読解は「よく分からない」

と述べていた者も、小グループ内での検討は積極的に参加していた。自分の手元でお互いのノートを見たり、発

表用のノートにそれぞれが書き込んだりできるため、自分の考えをどんどん書き込んで活発に議論を進めたグ

ループもあった。授業後は、「最初は、よく分からないし分かるようになる手がかりも見つけられないと思っていた

が、グループで話し合ううちに、『そういうことか……』と分かるようになってきて、面白かった」という感想が少な

からずあった。 

古典探究では教材の導入として展開したが、友人との作業、自分の調べたいことをどんどん調べられること、

動画作成の面白さなどから、「こういう授業が好き」と言いながら楽しんで取り組んだ生徒も多かった。 

  授業者としては、Forms で収集したデータを Excel で処理することにより、生徒の評価を回収して目を通し

たり、生徒同士の評価を速やかに生徒に返せるようになったりしたことが、たいへんうれしい。生徒も、その日の

夕方か遅くても翌日には自分たちに寄せられた感想を読めるので、評価がアップされるのを楽しみに待ってい

たようである。 

共有ノート例 

グループによって、それぞれのノートをアップする場所を指定したり（左上）、
評価用Ｗｅｂカードを常置したりして（右）、使い方を工夫している。 

共有ノートにアップした、グループに対する評価と感想の例 


